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学びを豊かに学びを豊かに
　

令和3年9月1日

市議会だより
みずほ

令和３年第２回定例会（6月2日～25日）

新たな議会構成決まる
議案をチェック︕
議案の審議結果　
一般質問
GIGAスクール構想タブレット
“未来の文房具”
　 いよいよ子どもたちの手に

2
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★Contents★

新たな議会構成が決定
新型コロナ関連に対応した補正予算可決
委員会・議員から3件の決議案、提出
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議長
広瀬　武雄

副議長
今木　啓一郎

杉原克巳　　広瀬守克
藤橋礼治　　◎松野貴志　　○森　清一
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２
名
の
議
員
が
議
長
選
挙
に
対
し
て
所

信
表
明
を
行
っ
た
あ
と
︑
選
挙
に
よ
り
議

長
を
決
定
し
ま
し
た
︒

投
票
結
果　

広
瀬
武
雄　

10
票

　
　
　
　
　

関
谷
守
彦　

１
票

　
　
　
　
　

無
効
票　
　

７
票

　

今
議
会
に
お
い
て
第
12
代
議
長
に
就
任

さ
せ
て
い
た
だ
き
︑
誠
に
光
栄
で
あ
り
ま

す
と
と
も
に
︑
そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
︒
市
民

の
皆
様
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
民
主
的
で

公
正
か
つ
円
滑
な
議
会
運
営
を
通
じ
︑
議

会
の
機
能
強
化
︑
透
明
性
︑
情
報
公
開
な

ど
に
つ
い
て
︑
市
民
目
線
で
そ
れ
ら
改
革

に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
︒

　

ま
た
︑
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
社
会
を
見
据
え
︑
市
民
生
活
に
安

心
・
安
全
を
取
り
戻
し
︑
市
民
が
幸
せ
を

感
じ
ら
れ
る
瑞
穂
市
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を

描
く
べ
く
議
員
全
員
が
一
層
活
発
な
議
論

が
で
き
る
よ
う
奮
励
努
力
し
て
い
く
こ
と

を
お
誓
い
し
︑
議
長
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
︒

　

１
名
の
議
員
が
副
議
長
選
挙
に
対
し
て

所
信
表
明
を
行
っ
た
あ
と
︑
選
挙
に
よ
り

副
議
長
を
決
定
し
ま
し
た
︒

投
票
結
果　

今
木
啓
一
郎　

10
票

　
　
　
　
　

無
効
票　
　
　

８
票　

　

こ
の
度
︑
第
13
代
副
議
長
に
就
任
さ
せ

て
い
た
だ
き
︑
そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感

し
て
お
り
ま
す
︒
議
長
を
お
支
え
し
公
平

か
つ
円
滑
な
議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
︒

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の

影
響
は
︑
雇
用
や
所
得
だ
け
で
な
く
働
き

方
や
教
育
現
場
に
も
及
び
︑
生
活
様
式
に

大
き
な
変
化
を
与
え
る
な
ど
多
岐
に
わ
た

っ
て
い
ま
す
が
︑
当
市
が
引
き
続
き
選
ば

れ
る
街
・
住
み
続
け
た
い
街
に
な
る
よ
う

力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
︒

　

ま
た
︑
皆
様
か
ら
よ
り
身
近
で
信
頼
さ

れ
る
議
会
と
な
り
ま
す
よ
う
精
励
す
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
︒
ご
支
援
ご
協
力
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
︒

︻
所
管
事
項
︼

　

議
会
の
会
期
日
程
や
議
案
・
請
願
な
ど

の
取
り
扱
い
︑
議
長
の
諮
問
事
項
な
ど
に

つ
い
て
協
議

◎＝委員長　○＝副委員長　名前は写真左上から掲載しています

議
長
選
挙

副
議
長
選
挙

議
会
運
営
委
員
会

構成決まる
新
た
な
議
会
構
成
決
ま
る

議
案
を
チ
ェ
ッ
ク

議
案
の
審
議
結
果

一
般
質
問

お
知
ら
せ

文
教
厚
生
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

総
務
委
員
会

新たな議会
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森　清一　　広瀬守克　　　若井千尋
藤橋礼治　◎馬渕ひろし　○松野貴志

︻
所
管
事
項
︼

　

市
民
部
︑
健
康
福
祉
部
︑
巣
南
庁
舎
管

理
部
︑
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
事

項
に
つ
い
て
の
審
査

︻
継
続
調
査
︼

①
人
口
増
加
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援

策
に
つ
い
て

②
発
達
障
が
い
の
現
状
と
支
援
体
制
に
つ

い
て

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

若原達夫　　関谷守彦　　　今木啓一郎
杉原克巳　◎松野藤四郎　○森　健治

︻
所
管
事
項
︼

　

都
市
整
備
部
︑
環
境
水
道
部
︑
農
業
委

員
会
の
所
管
に
属
す
る
事
項
に
つ
い
て
の

審
査

︻
継
続
調
査
︼

①
駅
前
開
発
に
つ
い
て

②
公
共
下
水
道
︵
雨
水
対
策
︶
に
つ
い
て

③
産
業
振
興
に
つ
い
て

庄田昭人　　北川静男　　藤橋直樹
広瀬武雄　◎若園五朗　○棚橋敏明

︻
所
管
事
項
︼

　

企
画
部
︑
総
務
部
︑
会
計
管
理
者
︑
選

挙
管
理
委
員
会
︑
監
査
委
員
会
︑
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
事

項
並
び
に
他
の
常
任
委
員
会
の
所
管
に
属

さ
な
い
事
項
に
つ
い
て
の
審
査

︻
継
続
調
査
︼

①
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

②
防
災
に
つ
い
て

3



新
た
な
議
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構
成
決
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の
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果

一
般
質
問

お
知
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せ

コロナ関連 中学生までの子ども達に図書券配布
図書券支給事業

　コロナによる外出自粛の子どもた
ちの支援と、「読書のまち　みずほ」
を推進するため、中学生以下の全て
の子どもたちを対象に、１人2000円
の図書券が配付されます。

【議案第37号　一般会計補正予算】

Q　この事業を行うことで、子どもたちへ
どのような効果が期待できるか。

A　市内小中学校に通う児童生徒には、図
書券で購入した本を学級の仲間に紹介
するという課題を出したいと考えてい
る。自分の言葉で相手に説明をする力
は、これからの社会に必要であると捉
えており、子どもたちにそのような力
がつくことを願って実施していきた
い。

コロナ関連 地域活性化と居住環境の向上を支援
住宅リフォーム費用助成事業
　市内業者による住宅リフォーム工
事に対して、経費の一部が助成され
ます。事業費として1200万円が計上
されました。

補助率
　一般リフォーム　1/10

　　　　コロナ関連リフォーム　1/5
助成費　上限10万円

【議案第37号　一般会計補正予算】
※詳しくは、市のホームページ等でご確認ください。

Q　住宅リフォーム制度は、一過性のもの
で終わらせるのではなく、今後も継続
したものにしていく観点が重要ではな
いかと思うが。

A　本事業は、財源に国の新型コロナウイ
ルス感染症対応地方創生臨時交付金を
活用するもので、今回は、コロナ対策
関連の事業と位置付けている。今のと
ころ、期限を設けた補助と考えてい
る。

コロナ関連 ウエディング写真で思い出づくり
ウエディングフォト
撮影支援事業

　コロナの影響により、挙式等を断
念せざるを得ない夫婦等を対象に、
ウエディング写真撮影に係る費用が
支援されます。
　事業費として、500万円が計上さ
れました。
　　　　　補助額　上限５万円
　　　　　　　　　１組１回限り

【議案第37号　　　　　　　
　一般会計補正予算】

Q　ウエディングに限らず、外出ができな
かった老齢夫婦の思い出づくりや、成
人式、家族イベント等は対象にならな
いか。

A　アフターコロナ時代に、それぞれの思
い出づくりをしていただきたいと考
え、人生の中でも輝かしいウエディン
グの思い出づくりとして捉え事業を起
こしたため、他のイベントは対象とし
ていない。

６月
定例会
６月
定例会

上程された
議案

審議結果はP7へ

人事案件

2件

議案を
チェック!

条例の改正

3件

補正予算

5件

事件議決

1件

委員会提出議員　　

5件
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委員会提出 明確な比較資料で議会に報告を

《要旨》

　一般会計補正予算（第３号）において、牛牧第１保育所を公私連携型保育所として整備する予定地

及び牛牧小学校の駐車場として整備する予定地の測量調査設計委託料と土地鑑定委託料が計上されて

いる。

　今回の牛牧小学校職員駐車場整備に関し、委員の質問に対する執行部の答弁は明確なものではな

く、事業内容についても不透明な状況で精査されているとは考えられない。

　よって、現在使用している借地駐車場と新たに購入を計画している小学校西の土地の２カ所につい

て十分比較検討し議会に報告することを強く要望する。

全会
一致

可決
議案第37号令和3年度瑞穂市一般会計補正予算（第3号）に
関する付帯決議

5 瑞穂市議会だより　2021.9

子育て 牛牧第1保育所を公私連携型で新設予定
予定地の測量調査設計の　　　
　　　　委託料などが予算計上

　老朽化した牛牧第１保育所を３歳未満児保育が
可能な公私連携型保育施設へ整備する計画があ
り、予定地の測量調査設計委託料及び土地鑑定委
託料の予算が計上されました。

【議案第37号　一般会計補正予算】

Q　今後のスケジュールは。

A　この補正予算が可決されると、予定地の

測量等を行い、その後、土地の購入という

ことになる。来年には造成し、※プロポー

ザルにより業者を決め、調整などをしてい

きたい。現在の予定は、令和６年度末には

完成し、令和７年４月から公私連携型保育

施設として開設できればと考えている。
※事業者提案型の入札方法の１つ

環境整備 牛牧小学校の教職員駐車場整備に向けて
駐車場予定地の測量調査設計の

委託料などが予算計上
　現在、牛牧小学校職員の駐車場とし
て使用している借地の契約を解約し、
その代替地として新たな土地の購入を
予定されています。新たな土地の測量
調査設計委託料及び土地鑑定委託料の
予算が計上されました。

【議案第37号　一般会計補正予算】

Q　現在、駐車場として使用している借地を購入する考
えは。

A　牛牧小学校の駐車場については、５年ほど前から、
もう少し近いところでなんとかならないかという相談
は受けてきた。昨年度、借地を手放したいという話が
地権者の関係者からあったが、学校の教職員や社会教
育施設の利用者の利便性、防災面など総合的に考える
と、小学校西側の土地がいいということで選定した。
なお、学校東側の市有地の学習畑については教育委員
会から市へ戻してもらえればと考えている。



新
た
な
議
会
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成
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ま
る

議
案
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議
案
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一
般
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せ

議員提出 生津小学校区に、保育所を全会
一致

可決

議員提出 十分な資料提示と丁寧な説明を行う努力を

《要旨》

　瑞穂市議会基本条例は、「市議会を構成する議員は、市長と同じく、市民から直接選挙で選ばれた

市民の代表である。この市議会と市長は、市民の意思を代弁する二元代表制の機関であり、それぞれ

の特性を活かして、互いに競い合い、協力しながら、市政を担う両輪として市民の負託に応える責務

がある。」との書き出しから始まっている。

　しかし、今回の議案第３７号瑞穂市一般会計補正予算（第３号）においても、瑞穂市議会基本条例

に基づいて再三要求した資料の提出はなかった。

　したがって、市長及び市執行部に、次の事項を強く要望する。

①市長と議会は互いに独立し、その権限を侵さず、侵されず、対等の立場と地位にあるということを

十分理解し、二元代表制を尊重すること。

②議案等の提出において、瑞穂市議会基本条例に掲げられている内容を理解し、議員に対し十分な説

明資料を提示して丁寧な説明を行うよう最大限努力すること。

賛成
多数

可決
二元代表制の尊重を求める決議

生津小学校区に保育所整備の早期実現を求める決議

《要旨》

　平成２９年３月に策定された瑞穂市保育所整備計画では、保育所・幼稚園整備方針の目指す姿に

「全小学校区に保育所を設置する」と決定され、保育所が小学校区内に存在しない生津小学校区にお

いては、「生津小学校への保育所・幼稚園からスムーズな繋ぎがとれるよう、生津小学校区内に保育

所の民間誘致を進めます」としているが、整備用地や民間事業者誘致など解

決しなくてはならない課題が長年解決できず、整備が遅れている。

　瑞穂市における保育施設の均衡のとれた配置、並びに同じ小学校区内での

通園で円滑な小学校への繋ぎを実現することは喫緊の課題である。

　よって、二元代表制の一翼を担う瑞穂市議会は、生津小学校区に保育所整

備の早期実現を求めるものである。
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・今回予算計上された牛牧小学校駐車場予定地については、執行部からの詳細説
明は適切であったと思う。口頭ではあったが、経緯の説明等細かく説明があっ
た。総務委員会で予算は全会一致で可決されている。

・後日資料の提出をすると言われたのでそれで良いのではないか。二元代表制は
尊重され、良い関係で進んでいると感じている。

反対討論

・総務委員会での審査において、経緯や背景、費用の比較等の資料を求めたところ、口頭説明を受けたと
あるが、総務委員会委員長報告の中には、「比較した資料が出されていないので…」という言葉があった
のが事実である。

・議員にしっかり資料を開示し、二元代表制を尊重していただきたい。

賛成討論



令和３年第２回定例会　議案の審議結果
議員名（会派別）
（◎は会派代表者）

議　案　名　等

可…可決、否…否決、○…賛成、×…反対、欠…欠席、棄…棄権、除…除斥、立…立憲民主党、公…公明党、朱…朱鷺の会、み…みずほ令和の会、共…日本共産党 
議長は決に加わりませんので、「－」で表示してあります。（議長　広瀬武雄）   
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馬
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松
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今
木
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庄
田　

昭
人

　

藤
橋　

礼
治

◎
若
園　

五
朗

　

広
瀬　

武
雄

立 朱無所属の会 共み新生クラブ 公
議　

決　

結　

果

新
た
な
議
会
構
成
決
ま
る

議
案
を
チ
ェ
ッ
ク

議
案
の
審
議
結
果

一
般
質
問

お
知
ら
せ
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議
会
初
日
に
︑
総
務
委
員
会

で
継
続
調
査
と
な
っ
て
い
ま
し

た
市
の
公
金
の
収
納
及
び
支
払

い
事
務
を
取
り
扱
わ
せ
る
﹁
指

定
金
融
機
関
に
つ
い
て
﹂
︑
計

３
回
に
わ
た
り
︑
慎
重
な
調

査
・
協
議
を
重
ね
て
き
た
調
査

の
経
過
及
び
結
果
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
︒

　

こ
れ
ま
で
は
︑
合
併
協
議
会

で
協
議
さ
れ
た
﹃
３
年
ご
と
に

見
直
す
﹄
と
い
う
調
整
方
針
が

あ
る
た
め
３
年
ご
と
に
議
案
が

提
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
︑

﹃
次
期
︑
指
定
金
融
機
関
の
指

定
に
つ
い
て
は
︑
３
年
と
い
う

指
定
期
間
を
定
め
ず
︑
事
前
の

実
態
調
査
に
よ
り
当
市
の
指
定

金
融
機
関
に
関
す
る
資
質
の
基

準
を
定
め
た
募
集
要
項
を
作
成

し
︑
各
金
融
機
関
に
調
査
表
を

提
出
し
て
も
ら
い
︑
調
査
表
の

内
容
を
審
査
し
て
金
融
機
関
を

指
定
す
る
﹄
と
調
査
結
果
を
ま

と
め
︑
今
後
の
議
案
提
出
に
つ

い
て
執
行
部
に
要
望
し
ま
し

た
︒

﹁
指
定
金
融
機
関
に
つ
い
て
﹂

　
　
　
　
　
　
　
　

結
果
報
告

総
務
委
員
会

　
　
　

所
管
事
務
調
査

核兵器禁止条約への署名・批准を求める意見書

学校教育におけるデジタルトランスフォーメーション
を適切に進めるための意見書

生津小学校区に保育所整備の早期実現を求める決議

二元代表制の尊重を求める決議

瑞穂市教育委員会の委員の任命について

瑞穂市固定資産評価審査委員会の委員の選任について

瑞穂市職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正す
る条例について

瑞穂市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

瑞穂市基金条例の一部を改正する条例について

令和３年度瑞穂市一般会計補正予算（第２号）

令和３年度瑞穂市一般会計補正予算（第３号）

議案第37号令和３年度瑞穂市一般会計補正予算（第３
号）に関する付帯決議について

令和３年度瑞穂市国民健康保険事業特別会計補正予算
（第１号）

令和３年度瑞穂市下水道事業会計補正予算（第２号）

財産（消防ポンプ自動車）の取得について

令和３年度瑞穂市一般会計補正予算（第４号）

否 － × × × × × × × × × × × × ○ × × × ○

可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ × ○

可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6/25

6/25

6/25

6/25

6/2

6/2

6/25

6/25

6/25

6/2

6/25

6/25

6/25

6/25

6/25

6/25

議　案
第33号

議　案
第34号

議　案
第35号

議　案
第36号

議　案
第37号

委員会
提 出

議　案
第38号

議　案
第39号

議　案
第40号

議　案
第41号

発 議
第 5 号

発 議
第 6 号

発 議
第 7 号

議　案
第31号

議　案
第32号

発 議
第 4 号



市の地域農産物や産業の具体的な情報を皆様
に提供していきたい

(仮称)中山道大月多目的広場と近郊の農業・産業振興の政策の考えはQQ
AA

県や市の担当部、公安委員会と今後も継続し
て研究や協議を進めていく

危険な道路・交差点等の構造上の課題とその改善についての考えはQQ
AA

都市整備部長

企画部長

一　

般　

質　

問

一　

般　

質　

問

市
政
を
問
う

６
月
定
例
会
で
は
︑
６
月
21
日
～
23
日
に
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒

森　清一議員

若原達夫議員

▲（仮称）中山道大月多目的
　広場イメージ図

▲

協
力
員
に
よ
る
通
学
児
童
の
見
守
り
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Ｑ　

通
学
路
で
は
︑
見
守
り

協
力
員
が
児
童
の
安
全
確
保

の
た
め
見
守
り
活
動
を
さ
れ

て
い
る
︒
協
力
員
は
何
名
で
︑

市
の
ど
の
部
署
が
所
管
・
把

握
し
て
い
る
の
か
︒
ま
た
︑

安
全
誘
導
方
法
の
指
導
は
ど

の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
︒

Ａ 

市
内
の
学
校
が
把
握
し

て
い
る
人
数
を
合
計
す
る
と

85
名
で
あ
る
︒
サ
ポ
ー
タ
ー

の
方
々
は
︑
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
︑
所
管
す
る
部
署
が
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
︒
安
全
誘

導
の
指
導
に
つ
い
て
は
︑
学

校
等
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た

記
録
は
残
っ
て
い
な
い
︒
警

察
等
の
関
係
組
織
と
の
連
携

を
図
り
︑
交
通
安
全
指
導
の

知
識
や
技
能
等
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
︑
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
︒
︵
教
育
長
︶

ご
み
集
積
場︵
新
設
・

移
設
︶
補
助
金

Ｑ 

ご
み
集
積
場
の
新
設
・

移
設
の
補
助
金
の
増
額
見
直

し
は
︒

Ａ 

各
自
治
会
で
い
ろ
い
ろ

な
タ
イ
プ
の
集
積
場
が
あ
る

中
で
︑
高
価
な
タ
イ
プ
の
補

助
金
を
引
き
上
げ
る
等
は
︑

公
平
性
の
観
点
か
ら
差
を
つ

け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考

え
て
お
り
︑
上
限
10
万
円
を

継
続
し
て
補
助
し
て
い
き
た

い
︒　

︵
環
境
水
道
部
長
︶

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
現
状

Ｑ 

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
組
織
化
は
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
︒

Ａ 

組
織
化
を
進
め
る
た
め

に
︑
学
校
運
営
協
議
会
に
お

い
て
十
分
な
協
議
を
お
願
い

し
た
い
︒
学
校
の
運
営
方
針

に
基
づ
い
て
進
め
る
中
で
︑

実
際
に
学
校
が
抱
え
る
課
題

を
出
し
て
い
た
だ
き
︑
支
援

し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
を
募
集
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
︒
︵
教
育
長
︶

Ｑ 

︵
仮
称
︶
中
山
道
大
月

多
目
的
広
場
近
郊
の
産
業
振

興
の
政
策
は
︒

Ａ 

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
盛
り

込
ん
だ
市
を
周
回
す
る
サ
イ

ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
の
整
備
を

検
討
し
て
い
る
︒
な
お
︑
市

を
横
断
す
る
中
山
道
サ
イ
ク

リ
ン
グ
コ
ー
ス
と
合
わ
せ
︑

２
つ
の
コ
ー
ス
を
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
考
え
た
い
︒

　
　
　

︵
都
市
整
備
部
長
︶

Ｑ 

広
場
の
名
称
決
定
の
プ

ロ
セ
ス
と
﹁
命
名
権
﹂
に
つ

い
て
の
考
え
は
︒

Ａ 

﹁
瑞
穂
市
中
山
道
大
月
多

目
的
広
場
﹂
を
正
式
名
称
に

と
現
時
点
で
は
考
え
て
い
る
︒

プ
ロ
セ
ス
は
︑
管
理
条
例
を

整
備
し
︑
12
月
議
会
に
は
上

程
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
き

た
い
︒
ま
た
︑
誰
に
も
親
し

ま
れ
る
よ
う
な
愛
称
の
募
集

も
進
め
て
い
き
た
い
︒
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
導
入
は
︑

市
に
も
企
業
に
も
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
と
思
わ
れ
︑
今
後
︑

十
分
検
討
し
て
い
く
︒

︵
教
育
委
員
会
事
務
局
長
︶

Ｑ 

広
場
周
辺
施
設
と
の
か

か
わ
り
︑
ま
た
︑
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
コ
ー
ス
の
予
定
は
︒

Ａ 

広
場
か
ら
ア
ク
ア
パ
ー

ク
す
な
み
︑
大
月
浄
水
公
園
︑

図
書
館
分
館
な
ど
へ
の
通
路

を
確
保
し
︑
行
き
来
で
き
る

よ
う
に
す
る
︒
ま
た
︑
コ
ロ

ナ
を
機
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な

ど
の
運
動
を
始
め
た
方
が
継

続
で
き
る
よ
う
︑
ハ
ー
ド
面

の
整
備
を
図
っ
て
い
き
た
い
︒

︵
教
育
委
員
会
事
務
局
長
︶

任
期
の
折
り
返
し
時
点
の
思
い

Ｑ 

市
長
の
任
期
の
折
り
返

し
時
点
の
思
い
は
︒

Ａ 

７
本
の
政
策
の
柱
︑
41

事
業
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
う

ち
︑
現
在
約
70
％
が
実
施
済

み
で
あ
る
︒
し
か
し
︑
現
在

は
コ
ロ
ナ
対
策
︑
コ
ロ
ナ
禍

の
市
民
の
生
活
︑
経
済
対
策

を
一
番
に
考
え
て
い
く
こ
と

が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
︒　

︵
市
長
︶



交通安全教室等のソフト面の充実に力を入
れ、交通事故の減少につなげていきたい

安全・安心に住めるまちについてQQ
AA

当市の出生数、婚姻件数はどちらも減少傾
向で、この傾向は継続する見込みと考える

人口増加傾向の当市の出生数、婚姻件数の近年の動向はQQ
AA

企画部長

市民部長

一　

般　

質　

問

一　

般　

質　

問

市
政
を
問
う

一
般
質
問
は
︑
毎
定
例
会
︵
３
月
︑
６
月
︑
９
月
︑
12
月
︶
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
︒

庄田昭人議員

今木啓一郎議員

▲内閣府ＨＰのチラシより

9 瑞穂市議会だより　2021.9

Ｑ　

本
田
校
区
で
発
生
し
た

死
亡
事
故
に
対
す
る
取
組
は
︒

Ａ　

警
察
と
死
亡
事
故
点
検

を
行
っ
た
︒
ま
た
︑
事
故
現

場
付
近
の
住
宅
に
啓
発
用
チ

ラ
シ
の
配
布
や
高
齢
者
に
交

通
安
全
教
室
を
実
施
し
た
︒

　
　
　
　
　

︵
企
画
部
長
︶

Ｑ　

歩
道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
が
必
要
で
は
な
い
か
︒

Ａ　

車
道
と
歩
道
の
接
続
部

分
の
段
差
等
物
理
的
な
障
壁

の
解
消
な
ど
︑
歩
行
者
に
優

し
い
構
造
の
歩
道
づ
く
り
が

必
要
で
あ
る
︒
国
土
交
通
省

か
ら
歩
道
に
関
す
る
通
達
に

よ
り
基
準
が
示
さ
れ
て
お
り
︑

基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
箇

所
に
つ
い
て
は
順
次
整
備
を

行
っ
て
い
き
た
い
︒

　
　
　

︵
都
市
整
備
部
長
︶

地
域
活
動
の
促
進

Ｑ　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
子

ど
も
た
ち
の
心
の
ケ
ア
は
︒

Ａ　

学
校
で
は
︑
感
染
拡
大

防
止
対
策
を
講
じ
な
が
ら
︑

体
育
の
授
業
や
部
活
動
な
ど

で
子
ど
も
た
ち
は
体
を
思
い

切
り
動
か
し
て
運
動
や
活
動

を
行
っ
て
い
る
︒
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
︑
各
行
事
が
ど
う

あ
る
べ
き
か
を
考
え
︑
子
ど

も
た
ち
の
心
の
ケ
ア
︑
体
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
つ
な
が
る

よ
う
行
事
を
見
直
し
を
行
っ

て
い
る
︒　
　

︵
教
育
長
︶

Ｑ　

地
域
を
大
切
に
思
う
心

を
育
む
た
め
に
︑
地
域
の
方

と
子
ど
も
た
ち
が
関
わ
る
活

動
の
取
り
組
み
は
︒

Ａ　

本
田
小
学
校
に
お
い
て
︑

地
域
の
方
を
講
師
と
し
て

﹁
ハ
リ
ヨ
﹂
の
学
習
を
行
っ

た
︒
こ
の
よ
う
な
地
域
に
根

づ
い
た
文
化
や
大
切
な
も
の

を
子
ど
も
た
ち
に
継
承
し
て

い
く
こ
と
に
よ
っ
て
︑
地
域

を
愛
す
る
子
ど
も
が
育
つ
の

で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い

る
︒　
　
　
　

︵
教
育
長
︶

組
織
改
革
後
の
対
応

Ｑ　

組
織
改
革
後
の
係
制
へ

の
検
討
は
︒

Ａ　

係
制
の
導
入
に
つ
い
て

は
︑
令
和
３
年
12
月
に
骨
子

案
を
作
成
し
︑
令
和
４
年
４

月
を
め
ど
に
導
入
を
進
め
た

い
︒　
　
　

︵
総
務
部
長
︶

Ｑ　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
︑

子
ど
も
を
産
み
育
て
る
家
庭

へ
の
独
自
支
援
策
は
︒

Ａ　

以
前
と
変
わ
ら
な
い
各

種
教
室
の
開
催
・
相
談
な
ど

の
支
援
や
︑
乳
児
の
全
戸
訪

問
事
業
な
ど
現
在
の
制
度
を

活
用
し
て
い
る
︒
独
自
支
援

策
は
︑
携
帯
用
の
消
毒
液
や

マ
ス
ク
の
配
付
な
ど
で
︑
外

出
の
不
安
を
和
ら
げ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
努
め
て
い
る
︒

　
　
　

︵
健
康
福
祉
部
長
︶

Ｑ　

婚
姻
件
数
の
増
加
に
向

け
︑
経
済
的
理
由
で
結
婚
を

た
め
ら
う
人
を
後
押
し
す
る

内
閣
府
の
﹁
結
婚
新
生
活
支

援
事
業
︵
引
越
費
用
等
の
補

助
︶﹂
に
つ
い
て
の
考
え
は
︒

Ａ　

結
婚
新
生
活
支
援
事
業

を
積
極
的
に
研
究
し
︑
導
入

を
検
討
し
て
い
き
た
い
︒
な

お
︑
独
自
施
策
で
は
︑
ウ
エ

デ
ィ
ン
グ
フ
ォ
ト
撮
影
支
援

事
業
に
よ
る
思
い
出
作
り
を

し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ

て
い
る
︒　

︵
企
画
部
長
︶

道
路
計
画
方
針

Ｑ　

遅
々
と
し
て
進
ま
な
い

背
割
り
水
路
を
活
用
し
た
道

路
化
︵
水
路
中
心
３
ｍ
以
内

の
部
分
の
用
地
取
得
︶
の
対

策
は
︒

Ａ　

今
年
度
よ
り
開
発
新
設

道
路
の
市
へ
の
管
理
引
継
ぎ

条
件
に
︑
背
割
り
水
路
の
道

路
計
画
用
地
の
協
力
を
必
須

条
件
と
し
︑
計
画
に
協
力
い

た
だ
け
る
よ
う
指
導
の
強
化

を
行
っ
て
い
る
︒

　
　
　

︵
都
市
整
備
部
長
︶

Ｑ　

道
路
計
画
の
な
い
一
部

狭
窄
す
る
公
道
拡
幅
に
つ
い

て
の
考
え
は
︒

Ａ　

４
ｍ
未
満
の
道
路
を
解

消
し
て
い
く
た
め
に
︑
建
て

替
え
や
宅
地
開
発
さ
れ
る
場

合
に
は
先
行
取
得
を
進
め
︑

道
路
用
地
の
確
保
を
行
っ
て

い
く
︒
道
路
計
画
が
な
い
道

路
は
︑
後
退
幅
の
提
示
が
で

き
ず
地
元
の
協
力
な
ど
も
不

透
明
で
路
線
と
し
て
将
来
成

り
立
つ
の
か
の
判
断
が
難
し

い
た
め
︑
計
画
の
判
断
は
今

ま
で
ど
お
り
地
元
か
ら
の
要

望
に
対
し
検
討
し
て
い
く
︒

　
　
　

︵
都
市
整
備
部
長
︶



森地内で市道の付け替え工事が進んでおり、完
成箇所より市に引き継がれ、供用が開始される

東海環状自動車道アクセスルート岐阜・巣南・大野線（重里・森地区）整備はQQ
AA

防災・減災、国土強靭化のための５か年加速
化対策について、様々な施策を考えている

激甚化・広域化する自然災害への対応はQQ
AA

調整監

企画部長

一　

般　

質　

問

一　

般　

質　

問

市
政
を
問
う

一
般
質
問
と
は
︑
議
員
が
市
の
行
政
全
般
に
わ
た
っ
て
︑
執
行
機
関
に
疑
問
点
を
た
だ
し
︑
所
信
の
表
明
を
求
め
る
も
の
で
す
︒

可…可決、否…否決、○…賛成、×…反対、欠…欠席、棄…棄権、除…除斥、立…立憲民主党、公…公明党、朱…朱鷺の会、み…みずほ令和の会、共…日本共産党 
議長は決に加わりませんので、「－」で表示してあります。（議長　広瀬武雄）   

若園五朗議員

森　健治議員
▲

岐
阜
・
巣
南
・
大
野
線
の
整

　

備
が
進
ん
で
い
る
森
地
内

10瑞穂市議会だより　2021.9

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

Ｑ　

64
歳
以
下
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
世
代
別
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
︒

Ａ　

６
月
末
日
か
ら
７
月
初

旬
に
か
け
て
50
歳
か
ら
64
歳

の
方
に
︑
７
月
上
旬
か
ら
中

旬
に
か
け
て
30
歳
か
ら
49
歳

の
方
︑
16
歳
か
ら
29
歳
の
方

へ
と
年
代
を
３
つ
に
分
け
︑

接
種
券
を
送
付
す
る
予
定
で

あ
る
︒
︵
健
康
福
祉
部
長
︶

行
政
改
革

Ｑ　

国
や
県
に
お
い
て
も
Ｄ

Ｘ
︵
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
︶
が
推

進
さ
れ
て
い
る
が
︑
瑞
穂
市

は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

し
て
い
く
の
か
︒

Ａ　

国
の
予
定
は
︑
令
和
4

年
度
中
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
機
能
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
へ
搭
載
す
る
こ
と
を

目
指
す
と
し
︑
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
み
で
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
な
ど
の
手
続
き
を
行
う

こ
と
が
可
能
に
な
る
︒
行
政

手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が

進
め
ば
︑
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
使
っ
て
児
童
手
当

や
保
育
所
施
設
の
利
用
申
し

込
み
︑
介
護
関
係
の
手
続
き

な
ど
計
31
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
が
可
能
に
な
る
︒
最
新
の

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
︑
市

の
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て
い
く
︒

　
　
　
　
　

︵
総
務
部
長
︶

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

Ｑ　

ア
ダ
プ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
事
業
を
創
設
さ
れ
た
が
︑

今
後
ど
の
よ
う
に
事
業
を
推

進
し
て
い
く
の
か
︒

Ａ　
︵
仮
称
︶
中
山
道
大
月

多
目
的
広
場
に
お
い
て
︑
こ

の
事
業
を
活
用
し
︑
市
民
が

自
分
た
ち
の
広
場
と
し
て
愛

着
を
持
っ
て
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
考
え
て
い
る
︒

当
分
の
間
は
︑
芝
生
広
場
な

ど
全
体
的
な
管
理
は
委
託
を

考
え
て
お
り
︑
そ
の
補
完
的

な
管
理
と
し
て
︑
植
栽
の
剪

定
や
外
周
の
除
草
な
ど
を
お

願
い
で
き
な
い
か
と
考
え
て

い
る
︒

︵
教
育
委
員
会
事
務
局
長
︶

Ｑ　

昨
年
︑
国
土
強
靭
化
地

域
計
画
を
策
定
し
て
い
る

が
︑
ど
の
よ
う
な
方
針
か
︒

Ａ　

当
計
画
に
つ
い
て
は
︑

起
き
て
は
な
ら
な
い
最
悪
の

事
態
を
設
定
し
た
上
で
︑
当

市
の
状
況
に
合
わ
せ
た
12
の

施
策
分
野
を
定
め
︑
取
り
組

む
施
策
を
ま
と
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
︒
具
体
的
に

は
︑
十
九
条
・
牛
牧
地
内
遊

水
池
整
備
事
業
︑
排
水
規
模

を
上
げ
る
た
め
の
牛
牧
排
水

機
場
整
備
︑
避
難
経
路
確
保

の
た
め
の
舗
装
修
繕
を
す
る

道
路
維
持
の
管
理
な
ど
を
国

土
強
靭
化
の
中
に
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
さ
せ
︑
計
画
の
中
に

盛
り
込
ん
で
い
く
︒

　
　
　
　
　

︵
企
画
部
長
︶

Ｑ　

避
難
指
示
を
市
民
へ
伝

達
す
る
取
り
組
み
を
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
る
か
︒

Ａ　

防
災
情
報
の
伝
達
は
従

来
の
消
防
団
員
に
よ
る
各
戸

訪
問
は
も
と
よ
り
︑
防
災
行

政
無
線
・
市
民
メ
ー
ル
・
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
・
Ｆ
Ｍ
わ
っ
ち
の
割

り
込
み
放
送
・
防
災
ラ
ジ
オ

が
あ
る
︒
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
・
携
帯
電
話
を
お
持
ち
の

方
が
増
加
し
て
い
る
た
め
︑

市
民
メ
ー
ル
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

利
用
推
進
を
考
え
て
い
る
︒

市
民
メ
ー
ル
の
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ

を
住
民
の
方
へ
ポ
ス
テ
ィ
ン

グ
し
︑
登
録
者
拡
大
に
向
け

て
取
り
組
む
段
取
り
を
し
て

い
る
︒　
　

︵
企
画
部
長
︶

Ｑ　

消
防
団
活
動
も
コ
ロ
ナ

禍
で
影
響
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
が
︑
新
入
団
員
へ
の
訓

練
・
活
動
は
︒

Ａ　

訓
練
や
参
集
回
数
の
大

幅
な
減
少
の
た
め
︑
従
来
は

操
法
大
会
へ
の
訓
練
を
重
視

し
て
い
た
が
︑
よ
り
実
践
的

な
活
動
へ
と
体
制
を
変
え
て

き
た
︒
今
年
度
︑
新
た
な
試

み
と
し
て
︑
瑞
穂
消
防
署
の

協
力
を
得
た
上
で
︑
経
験
の

浅
い
団
員
を
対
象
に
︑
よ
り

実
践
的
な
技
術
を
習
得
す
る

消
防
団
教
育
訓
練
を
計
画
し

た
︒　
　
　

︵
企
画
部
長
︶



一　

般　

質　

問

一　

般　

質　

問

市
政
を
問
う

施設建設や公共施設の利用について、現在
のところテレワークの対応は考えていない

ウィズコロナ時代を前提に、テレワークに対応する新たな施設建設や施設開放の考えはQQ
AA

今後、避難行動要支援名簿登載者の個別避
難計画策定について進めていきたい

災害弱者の避難・個別計画の作成状況はQQ
AA

６
月
定
例
会
の
一
般
質
問
に
は
︑
15
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
︒

北川静男議員

若井千尋議員

11 瑞穂市議会だより　2021.9

教育委員会事務局長

Ｑ　

地
域
活
性
化
の
た
め
︑

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
制
度
を
活
用
し
﹁
地

域
お
こ
し
隊
﹂
を
設
立
し
て

は
︒

Ａ　

瑞
穂
市
は
条
件
不
利
地

域
に
該
当
し
な
い
た
め
制
度

の
利
用
は
難
し
い
が
︑
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
︵
人
材
派

遣
型
︶
を
活
用
で
き
な
い
か

検
討
し
て
い
き
た
い
︒　
　

　
　
　
　
　

︵
企
画
部
長
︶

Ｑ　

ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト

の
発
行
に
つ
い
て
市
の
見
解

は
︒

Ａ　

詳
細
な
情
報
が
入
っ
て

き
て
い
な
い
た
め
︑
今
後
の

国
の
状
況
を
見
な
が
ら
準
備

を
す
る
︒
現
在
は
接
種
券
に

接
種
日
と
接
種
場
所
を
記

入
︑
接
種
ワ
ク
チ
ン
の
種
類

の
シ
ー
ル
を
貼
付
す
る
こ
と

で
接
種
の
記
録
と
し
て
い

る
︒　

︵
健
康
福
祉
部
長
︶

Ｑ　

高
齢
者
ワ
ク
チ
ン
接
種

で
﹁
み
ず
ほ
バ
ス
﹂
を
無
料

に
す
る
考
え
は
な
か
っ
た

か
︒

Ａ　

早
い
段
階
で
検
討
を
開

始
し
た
が
︑
バ
ス
の
良
い
時

刻
が
な
い
こ
と
︑
ド
ア
・

ツ
ー
ド
ア
を
優
先
的
に
考

え
︑
断
念
し
た
︒

　
　
　

︵
健
康
福
祉
部
長
︶

Ｑ　

集
団
接
種
に
お
け
る

キ
ャ
ン
セ
ル
が
発
生
し
た
場

合
の
対
応
は
︒

Ａ　

ま
ず
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち

の
方
に
接
種
を
行
い
︑
そ
の

後
は
医
療
従
事
者
と
し
て
接

種
業
務
に
従
事
す
る
希
望
す

る
職
員
に
接
種
を
し
て
い

る
︒　

︵
健
康
福
祉
部
長
︶

Ｑ　

個
別
接
種
︑
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
の
割
合
は
︒
ま
た
高

齢
者
の
反
応
は
︒

Ａ　

最
終
的
に
は
集
団
接
種

が
約
35
％
︑
個
別
接
種
が
約

65
％
に
な
る
と
考
え
て
い

る
︒
電
話
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の

割
合
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な

い
が
︑
５
月
中
は
１
週
間
で

１
０
０
０
件
以
上
の
電
話
が

あ
っ
た
︒
意
見
等
に
つ
い
て

は
タ
ク
シ
ー
助
成
の
個
別
接

種
へ
の
拡
大
な
ど
を
要
望
書

の
形
で
い
た
だ
い
た
︒

　
　
　

︵
健
康
福
祉
部
長
︶

健康福祉部長

Ｑ　

５
月
20
日
施
行
の
改
正

災
害
対
策
基
本
法
は
︑
避
難

勧
告
が
廃
止
と
な
る
な
ど
の

大
き
な
変
更
が
あ
っ
た
が
︑

市
民
へ
の
周
知
と
理
解
度

は
︒

Ａ　

警
戒
レ
ベ
ル
ご
と
の
避

難
情
報
が
︑
レ
ベ
ル
３
が

﹁
高
齢
者
等
避
難
﹂
に
︑
レ

ベ
ル
４
が
﹁
避
難
指
示
﹂
へ

と
変
わ
っ
た
︒
ま
ず
は
︑
自

治
会
長
へ
チ
ラ
シ
配
布
を

行
っ
た
︒
そ
の
後
は
︑
７
月

広
報
紙
に
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
の
挟

み
込
み
を
行
い
︑
各
所
で
行

わ
れ
る
防
災
訓
練
な
ど
で
説

明
し
て
い
き
た
い
︒

　
　
　
　
　

︵
企
画
部
長
︶

コ
ロ
ナ
禍﹁
女
性
の
影
響
深
刻
化
﹂

Ｑ　

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
要
︑
自
治
会
の
加

入
率
は
︒

Ａ　

当
市
の
自
治
会
加
入
率

は
︑
68・
6
％
で
︑
県
内
市

の
平
均
は
67
・
8
％
で
あ

る
︒　
　
　

︵
企
画
部
長
︶

Ｑ　

男
女
共
同
参
画
の
現

状
・
推
進
状
況
は
︒

Ａ　

平
成
23
年
４
月
１
日
に

条
例
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
今

ま
で
の
男
女
共
同
参
画
の
活

動
は
︑
作
品
募
集
や
ふ
れ
あ

い
フ
ェ
ス
タ
で
の
啓
発
活

動
︒
ま
た
︑
広
報
紙
へ
の
コ

ラ
ム
の
掲
載
や
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
︑
学
生
と
社

会
人
と
の
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ

な
ど
も
行
っ
て
き
た
︒
今
後

は
︑
講
演
会
に
お
い
て
︑
意

識
改
革
が
で
き
る
よ
う
な
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や

展
示
会
な
ど
を
予
定
し
て
い

る
︒　
　
　

︵
企
画
部
長
︶

Ｑ　

地
域
・
市
民
の
声
を
聞

く
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
進
捗

状
況
は
︒

Ａ　

新
型
コ
ロ
ナ
の
関
係
で

開
催
で
き
な
く
な
っ
て
い

る
︒
今
後
は
︑
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
状
況
を
見
な
が
ら
︑
公

共
下
水
道
事
業
や
駅
前
整
備

の
方
針
な
ど
を
併
せ
た
出
前

講
座
を
設
け
て
︑
自
治
会
か

ら
希
望
の
あ
る
所
に
出
向
い

て
説
明
を
し
て
い
き
た
い
︒

　
　
　
　
　
　
　

︵
市
長
︶



新庁舎は、防災拠点であり、市民の心のよ
りどころになる

新庁舎建設において、市の考えや思いはQQ
AA

令和２年度末の財政調整基金残高は23億
7,999万1,303円である

財政調整基金（使途自由な貯金）の現在の積立残高はQQ
AA

一　

般　

質　

問

一　

般　

質　

問

市
政
を
問
う

一
般
質
問
の
順
序
は
︑
定
例
会
毎
に
く
じ
に
よ
り
決
定
し
て
い
ま
す
︒▲年度別基金残高の状況（市HPより）

松野貴志議員

杉原克巳議員
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市長

Ｑ　

市
の
中
心
部
の
高
台
と

は
︑
具
体
的
に
ど
こ
の
場
所

を
想
定
さ
れ
て
い
る
の
か
︒

Ａ　

中
心
部
に
高
台
は
な

い
︒
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
お

い
て
︑
市
全
体
の
ほ
と
ん
ど

が
千
年
に
一
度
の
水
害
に
よ

り
浸
水
す
る
︒
高
台
は
︑
盛

り
土
を
す
る
形
に
な
る
︒　

　
　
　
　
　

︵
総
務
部
長
︶

Ｑ　

市
長
は
︑
12
月
議
会
に

お
い
て
︑
庁
舎
を
市
の
中
心

部
︑
高
台
に
移
転
す
る
こ
と

を
ご
自
身
の
政
策
だ
と
ご
発

言
さ
れ
た
が
︒

Ａ　
﹁
高
台
に
移
転
﹂
と

は
︑
一
つ
の
案
の
提
示
と
い

う
こ
と
で
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
︒　
　
　
　

︵
市
長
︶

Ｑ　

市
長
が
総
務
省
で
説
明

を
受
け
た
起
債
事
業
は
３
月

で
終
了
し
て
い
る
が
︑
こ
の

起
債
を
受
け
て
い
た
場
合
︑

ど
の
程
度
の
交
付
税
措
置
が

見
込
め
た
か
︒

Ａ　

こ
の
起
債
は
︑
業
務
継

続
の
確
保
の
た
め
に
行
う
洪

水
浸
水
想
定
区
域
等
か
ら
の

本
庁
舎
の
移
転
も
起
債
の
対

象
と
な
っ
て
お
り
︑
財
源
措

置
は
︑
事
業
費
の
90
％
以
内

で
地
方
債
を
発
行
で
き
︑
交

付
税
措
置
と
し
て
事
業
費
の

75
％
を
上
限
に
︑
そ
の
元
利

償
還
金
の
30
％
を
基
準
財
政

需
要
額
に
算
入
で
き
る
有
利

な
起
債
事
業
で
あ
っ
た
と
考

え
る
︒
今
後
同
様
の
起
債
事

業
が
あ
れ
ば
︑
検
討
材
料
の

一
つ
と
な
り
得
る
の
で
︑
常

に
情
報
収
集
を
行
い
た
い
︒

　
　
　
　
　

︵
総
務
部
長
︶

Ｑ　

新
庁
舎
建
設
に
関
す
る

検
討
委
員
の
体
制
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
︒

Ａ　

建
設
位
置
の
候
補
地
の

選
定
や
基
本
計
画
を
策
定
す

る
検
討
委
員
会
の
委
員
に

は
︑
有
識
者
︑
市
民
団
体
な

ど
の
代
表
者
︑
市
民
公
募
に

よ
る
方
に
も
参
加
い
た
だ

き
︑
審
議
を
お
願
い
し
た

い
︒
さ
ら
に
︑
市
民
説
明
会

も
行
い
︑
多
く
の
市
民
の
声

が
反
映
さ
れ
た
形
で
︑
建
設

位
置
の
候
補
地
な
ど
を
考
え

た
い
︒　
　

︵
総
務
部
長
︶

総務部長

Ｑ　

財
政
調
整
基
金
の
積
み

立
て
に
つ
い
て
の
考
え
は
︒

Ａ　

第
２
次
総
合
計
画
に
お

い
て
︑
標
準
財
政
規
模
に
占

め
る
財
政
調
整
基
金
残
高
割

合
を
20
％
以
上
と
す
る
目
標

指
標
を
定
め
て
い
る
︒
今
後

も
︑
目
標
指
標
を
下
回
ら
な

い
よ
う
︑
計
画
的
な
財
政
運

営
に
努
め
て
い
く
︒　
　
　

　
　
　
　
　

︵
総
務
部
長
︶

Ｑ　

大
型
事

業
等
の
原
資

に
充
て
る
基

金
補
填
の
考

え
方
は
︒

Ａ　

大
規
模

事
業
に
対
し

て
は
特
定
目

的
基
金
を
設

置
し
︑
積
み

立
て
を
し
て

い
る
︒
計
画

的
な
財
源
確

保
を
図
り
︑

慎
重
な
財
政

運
営
を
目
指

し
た
い
︒　

︵
総
務
部
長
︶

Ｑ　

臨
時
財
政
対
策
債
は
赤

字
公
債
︵
借
金
︶
と
捉
え
て

い
る
が
︑
行
政
の
解
釈
は
︒

Ａ　

臨
時
財
政
対
策
債
は
地

方
財
源
の
不
足
に
対
応
す
る

た
め
に
あ
る
︒
起
債
の
発
行

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
︑
交

付
税
に
算
定
さ
れ
る
こ
と
を

鑑
み
れ
ば
︑
臨
時
財
政
対
策

債
の
発
行
額
を
抑
え
る
努
力

が
望
ま
し
く
︑
歳
出
抑
制
に

よ
る
財
源
負
担
の
軽
減
や
繰

り
上
げ
償
還
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
︒　

︵
総
務
部
長
︶

Ｑ　

企
業
誘
致
の
取
り
組
み

状
況
は
︒

Ａ　

県
の
企
業
誘
致
課
を
通

じ
て
用
地
や
物
件
等
の
問
い

合
わ
せ
も
多
く
︑
用
地
情
報

の
提
供
や
現
地
説
明
な
ど
県

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
調
整

を
行
っ
て
い
く
︒
ま
た
︑
工

場
等
設
置
奨
励
金
制
度
の
問

い
合
わ
せ
も
複
数
あ
る
の

で
︑
こ
れ
ら
の
施
策
を
組
み

合
わ
せ
今
後
も
企
業
誘
致
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
︒

　
　
　

︵
都
市
整
備
部
長
︶

Ｑ　

企
業
誘
致
推
進
室
の
設

置
の
考
え
は
︒

Ａ　

企
業
誘
致
は
重
要
な
事

業
だ
と
認
識
し
て
い
る
が
︑

設
置
に
つ
い
て
は
市
の
現
状

を
踏
ま
え
︑
十
分
な
研
究
︑

協
議
を
重
ね
た
上
で
検
討
し

て
い
き
た
い
︒

　
　
　
　
　

︵
総
務
部
長
︶



一　

般　

質　

問

一　

般　

質　

問

市
政
を
問
う

令和２年１月には、取り組みへの第一歩と
なったＳＤＧｓのセミナーを市主催で開催

瑞穂市におけるＳＤＧｓの取り組み状況はQQ
AA

本年度、４年生の編成基準が変わったこと
により、西小と生津小で学級数が増えた

公立小学校35人学級制の当市の現状はQQ
AA

一
般
質
問
の
制
限
時
間
は
︑
答
弁
を
含
め
︑
議
員
１
人
60
分
以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

企画部長

教育長

▶
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
基
本
視
点
︵
瑞
穂
市
︶

松野藤四郎議員

藤橋直樹議員
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Ｑ　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
成
果
は
︒

Ａ　

昨
年
︑
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
概

念
を
取
り
入
れ
て
︑
第
２
次

総
合
計
画
の
後
期
基
本
計

画
︑
第
２
次
男
女
共
同
参
画

基
本
計
画
︑
地
域
福
祉
計
画

等
を
策
定
で
き
た
意
義
は
大

き
い
と
感
じ
て
い
る
︒

　
　
　
　
　

︵
企
画
部
長
︶

Ｑ　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
職
員
の
意

識
の
向
上
に
向
け
て
行
っ
て

い
る
こ
と
は
︒

Ａ　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
職
員
研
修

に
お
い
て
︑
全
体
の
奉
仕
者

で
あ
る
公
務
員
と
し
て
︑
各

種
事
業
を
推
進
し
て
い
く
と

と
も
に
︑
﹁
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
﹂
と
い
う
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
対
す
る
認
識
が
深
ま
っ
た

と
み
て
い
る
︒

　
　
　
　
　

︵
企
画
部
長
︶

Ｄ
Ｘ
︵
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
︶

Ｑ　

デ
ジ
タ
ル
化
の
進
捗
状

況
は
︒

Ａ　

児
童
手
当
及
び
保
育
所

入
所
手
続
き
が
可
能
と
な
っ

た
ほ
か
︑
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
の
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト

︵
検
索
支
援
機
能
︶
を
導
入

し
た
︒　
　

︵
総
務
部
長
︶

Ｑ　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
普
及
率
と
啓
発
は
︒

Ａ　

交
付
率
は
５
月
末
で

33・
3
％
と
な
っ
て
お
り
︑

県
内
21
市
中
上
か
ら
２
番
目

で
あ
る
︒
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
み
ず
ほ
に
て
啓
発
を

行
っ
て
い
る
︒

　
　
　
　
　

︵
市
民
部
長
︶

Ｑ　

デ
ジ
タ
ル
化
で
ど
の
よ

う
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
︑
経
費
削
減
に
つ
な
が
る

か
︒

Ａ　

行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
が
進
み
︑
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い
て
計
31

の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が
可
能

と
な
っ
て
く
る
︒
ま
た
︑
Ａ

Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
で
は
︑

問
い
合
わ
せ
に
24
時
間
３
６

５
日
自
動
で
応
答
す
る
こ
と

が
で
き
︑
市
民
サ
ー
ビ
ス
に

つ
な
が
っ
て
い
る
︒
人
件
費

の
面
か
ら
考
え
る
と
︑
経
費

削
減
に
も
つ
な
が
る
と
考
え

る
︒　
　
　

︵
総
務
部
長
︶

Ｑ　

令
和
７
年
度
ま
で
に
︑

公
立
小
学
校
が
35
人
学
級
制

と
な
り
︑
市
内
３
校
で
ク
ラ

ス
増
が
生
じ
る
︒
特
に
牛
牧

小
で
は
︑
教
室
の
不
足
が
考

え
ら
れ
る
が
︑
今
後
の
計
画

は
︒

Ａ　

当
初
牛
牧
小
で
は
︑
教

室
の
数
に
余
裕
が
あ
っ
た
の

で
︑
１
階
部
分
を
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
と
し
て
活
用
し
て

き
た
︒
牛
牧
小
の
教
室
が
必

要
に
な
る
可
能
性
が
高
く

な
っ
た
今
︑
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
を
現
在
の
牛
牧
第
１
保

育
所
に
移
動
し
︑
牛
牧
第
１

保
育
所
は
︑
新
た
に
公
私
連

携
型
保
育
所
を
考
え
て
い

る
︒　
　
　
　

︵
教
育
長
︶

保
育
所
整
備

Ｑ　

老
朽
化
し
て
い
る
牛
牧

第
１
保
育
所
の
整
備
計
画

は
︒

Ａ　

最
短
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
︑
今
回
︑
土
地
の
測
量
等

を
行
い
︑
来
年
度
に
は
造
成

が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
︒
そ
の
後
︑
業
者
の
選
定

等
を
行
い
︑
令
和
５
年
度
に

は
協
議
等
を
進
め
︑
令
和
６

年
度
に
は
建
設
︑
７
年
度
に

は
開
園
と
い
う
形
で
持
っ
て

い
き
た
い
︒

︵
教
育
委
員
会
事
務
局
長
︶

Ｑ　

生
津
小
校
区
の
保
育
所

新
設
の
今
後
の
計
画
は
︒

Ａ　

早
急
に
生
津
小
校
区
の

保
育
所
も
検
討
し
て
い
く
︒

生
津
小
校
区
に
保
育
所
が
で

き
れ
ば
︑
本
田
第
１
保
育
所

に
つ
い
て
は
︑
運
営
を
継
続

す
る
の
か
︑
廃
園
に
す
る
か

な
ど
検
討
を
し
て
い
き
た

い
︒

︵
教
育
委
員
会
事
務
局
長
︶

Ｊ
Ｒ
穂
積
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り

Ｑ　

穂
積
郵
便
局
北
側
道
路

西
交
差
点
︵
変
則
５
差
路
︶

の
信
号
の
間
隔
が
短
い
︒
早

急
に
改
善
を
求
め
た
い
︒

Ａ　

市
と
し
て
も
喫
緊
の
課

題
と
し
︑
早
急
に
整
備
計
画

を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

る
︒
ま
ず
は
︑
警
察
︑
県
︑

関
係
者
と
ど
う
い
う
形
で
で

き
る
の
か
協
議
を
行
い
︑
そ

の
後
︑
地
元
の
方
へ
の
説
明

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
︒　
　
　

︵
調
整
監
︶



事業全体に変更はないが、市民の方には今後
も説明を行わなければならないと考える

下水道事業の報告書※1 を考慮し、全体計画※2 の見直しと市民への説明をQQ
AA

感染防止対策を講じた上で、できうる限り、教
室、相談業務等を開催する方向で計画している

コロナ禍における健康づくりの計画と現状はQQ
AA

環境水道部長

健康福祉部長

▲（仮）アクアパークみずほ

一　

般　

質　

問

一　

般　

質　

問

市
政
を
問
う

一
般
質
問
の
内
容
に
つ
い
て
は
︑
質
問
と
答
弁
の
一
部
を
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
︒

関谷守彦議員

広瀬守克議員

新たな議会
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Ｑ　

処
理
場
用
地
取
得
前
の

説
明
会
は
進
ん
で
い
る
か
︒

Ａ　

今
後
︑
ま
ず
は
第
１
期

事
業
計
画
区
域
で
の
説
明
会

を
開
催
し
︑
全
体
計
画
の
説

明
や
受
益
者
負
担
金
︑
排
水

設
備
工
事
費
用
な
ど
の
説
明

を
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ

る
︒　

︵
環
境
水
道
部
長
︶

Ｑ　

全
体
計
画
で
は
︑
令
和

60
年
度
の
下
水
道
使
用
料
収

入
は
約
７
億
円
︵
税
込
︶
だ

が
︑
報
告
書
で
は
︒

Ａ　

報
告
書
の
標
準
シ
ナ
リ

オ
で
は
約
５
億
１
千
万
円

︵
税
込
︶
と
な
っ
て
い
る
︒

　
　
　

︵
環
境
水
道
部
長
︶

Ｑ　

全
体
計
画
で
は
令
和
55

年
度
以
降
︑
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
は
ゼ
ロ
だ
が
︑

報
告
書
で
は
︒

Ａ　

収
益
的
収
入
の
一
般
会

計
繰
入
金
は
令
和
60
年
ま
で

の
平
均
値
が
１
億
７
７
０
０

万
円
︑
資
本
的
収
入
で
は
１

億
７
１
０
０
万
円
で
あ
り
︑

令
和
55
年
度
以
降
も
繰
入
金

は
発
生
す
る
と
し
て
い
る
︒

　
　
　

︵
環
境
水
道
部
長
︶

Ｑ　

全
体
計
画
で
第
１
期
事

業
の
見
込
額
は
72
億
円
だ

が
︑
報
告
書
で
は
︒

Ａ　

第
１
期
事
業
計
画
の
Ｄ

Ｂ
一
括
発
注
方
式※

３

の
設
計

施
工
費
は
約
85
億
円
と
な
っ

て
い
る
︒
事
業
計
画
が
増
え

て
い
る
理
由
と
し
て
は
︑
処

理
場
の
基
本
設
計
に
お
い

て
︑
Ｏ
Ｄ
槽
と
い
う
水
槽
を

２
池
同
時
に
建
設
し
た
ほ
う

が
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
が
低
減

さ
れ
る
こ
と
か
ら
︑
１
池
多

く
建
設
費
に
含
め
た
︒
ま

た
︑
地
質
調
査
に
お
い
て
地

質
が
軟
弱
と
い
う
こ
と
が
分

か
り
︑
基
礎
杭
の
工
事
等
が

算
出
し
た
額
よ
り
も
大
き
く

な
っ
た
︒

　
　
　

︵
環
境
水
道
部
長
︶

※
１　

下
水
道
事
業
に
お
け
る
Ｐ
Ｐ

Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
検
討
調
査

報
告
書
︵
令
和
３
年
３
月
︶

※

２　

現
在
市
が
示
し
て
い
る
下
水

道
事
業
計
画

※

３　

民
間
事
業
者
に
設
計
︑
建
設

等
を
一
括
・
性
能
発
注
す
る

方
法

Ｑ　

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り

デ
ー
タ
を
活
用
分
析
し
︑
従

来
の
取
り
組
み
か
ら
進
化
さ

せ
る
よ
う
な
健
康
づ
く
り
事

業
は
︒

Ａ　

個
人
の
デ
ー
タ
が
年
齢

と
と
も
に
蓄
積
さ
れ
︑
健
康

づ
く
り
や
暮
ら
し
の
向
上
に

つ
な
が
る
よ
う
に
︑
正
し
く

活
か
す
こ
と
は
︑
こ
れ
か
ら

の
行
政
の
あ
る
べ
き
姿
の
一

つ
で
あ
る
と
考
え
る
︒
現

在
︑
市
で
は﹁
健
康
か
る
て
﹂

と
銘
打
って
︑特
に
子
ど
も
の

発
育
・
発
達
に
活
か
せ
る
よ

う
に
シ
ス
テ
ム
化
し
て
い

る
︒
ま
た
︑
が
ん
検
診
等
の

履
歴
よ
り
︑
特
に
精
密
検
査

の
必
要
な
方
に
は
追
跡
啓
発

を
行
う
な
ど
の
デ
ー
タ
の
活

用
を
行
っ
て
い
る
︒
個
人
情

報
の
取
扱
い
に
十
分
注
意

し
︑
デ
ー
タ
の
活
用
を
検
討

し
て
い
く
︒　
　
　
　
　
　

　
　
　

︵
健
康
福
祉
部
長
︶

Ｑ　

企
業
が
社
会
貢
献
す
る

機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
が
︑

民
間
と
提
携
や
協
定
を
結
ぶ

こ
と
に
つ
い
て
の
見
解
は
︒

Ａ　

現
在
︑
が
ん
検
診
の
啓

発
に
つ
い
て
の
協
定
や
︑
認

知
症
の
方
を
地
域
で
支
え
る

た
め
の
連
携
協
定
を
結
ん
で

い
る
︒
今
後
も
市
と
共
に
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
け
る
民
間
と
の
連
携
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
︒
︵
健
康
福
祉
部
長
︶

ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
推
進
事
業

Ｑ　

市
民
参
画
に
よ
る
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
取
り

組
み
状
況
は
︒

Ａ　

現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
で
開

催
で
き
て
い
な
い
が
︑
令
和

元
年
度
に
は
︑
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
た
︒
校

区
の
連
合
会
が
主
と
な
り
︑

地
域
の
課
題
の
洗
い
出
し
︑

地
域
の
方
︑
議
員
︑
市
職
員

が
一
緒
に
な
っ
て
課
題
解
決

に
向
け
て
話
し
合
っ
た
こ
と

は
︑
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の

一
つ
の
形
で
あ
る
と
考
え

る
︒　
　
　

︵
企
画
部
長
︶



一　

般　

質　

問

一　

般　

質　

問

市
政
を
問
う

マスクを外してよい場面を個々で判断する力
を身に付けられるような取り組みをする

学校でのマスク着用による熱中症を防ぐ対策はQQ
AA
教育長

お
知
ら
せ

馬渕ひろし議員

熱中症に注意︕
子どものマスク
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5月
7日　総務委員会・協議会

18日　研修・予算決算検討部会
20日　中濃十市議会議長会議（書面会議）
21日　意見交換・情報発信検討部会
24日　文教厚生委員会協議会
26日　全国市議会議長会定期総会（書面会議）
27日　議会運営委員会

全員協議会

6月
2日　令和３年第２回瑞穂市議会定例会（初日）

会派別議案説明会
3日　会派別議案説明会
9日　議会運営委員会

11日　令和３年第２回瑞穂市議会定例会（総括質疑）
議会基本条例推進特別委員会

14日　産業建設委員会・協議会
15日　文教厚生委員会・協議会
16日　総務委員会・協議会
21日　令和３年第２回瑞穂市議会定例会（一般質問）
22日　令和３年第２回瑞穂市議会定例会（一般質問）

議会活動日誌

Ｑ　

マ
ス
ク
着
用
に
よ
る
熱

中
症
リ
ス
ク
に
対
す
る
対
応

は
︒

Ａ　

深
呼
吸
タ
イ
ム
と
い
う

時
間
を
設
定
し
︑
息
苦
し
く

な
っ
た
ら
マ
ス
ク
を
外
し
て

呼
吸
す
る
と
い
う
こ
と
を
身

に
付
け
さ
せ
る
取
り
組
み
を

考
え
︑
子
ど
も
た
ち
に
判
断

力
を
付
け
さ
せ
る
よ
う
な
指

導
を
徹
底
し
て
い
き
た
い
︒

　
　
　
　
　
　

︵
教
育
長
︶

発
症・重
症
化
し
な
い
コ
ロ
ナ
予
防
対
策

Ｑ　

自
己
免
疫
を
高
め
る
こ

と
も
重
要
で
あ
る
︒
無
農

薬
︑
無
添
加
︑
ミ
ネ
ラ
ル
豊

富
な
地
産
地
消
の
給
食
の
提

供
の
検
討
は
︒

Ａ　

地
産
地
消
の
取
り
組
み

で
使
用
す
る
地
元
食
材
は
︑

で
き
る
だ
け
農
薬
を
使
用
し

な
い
も
の
を
積
極
的
に
使
用

し
て
い
る
が
︑
約
７
０
０
０

食
分
を
安
定
的
に
確
保
す
る

こ
と
に
大
変
苦
慮
し
て
い

る
︒
し
か
し
︑
食
に
対
す
る

正
し
い
知
識
や
望
ま
し
い
食

習
慣
を
身
に
付
け
て
も
ら
え

る
よ
う
な
食
育
を
よ
り
推
進

し
︑
併
せ
て
関
係
機
関
と
も

協
議
し
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
︒

︵
教
育
委
員
会
事
務
局
長
︶

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
の
利
用

Ｑ　

﹁
接
種
は
国
民
の
意
思

に
委
ね
ら
れ
る
﹂
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
証
明
書
の
利

用
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
︒

Ａ　

国
で
ワ
ク
チ
ン
パ
ス

ポ
ー
ト
の
発
行
を
検
討
さ
れ

て
い
る
が
︑
た
と
え
証
明
書

を
発
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て

も
︑
当
市
と
し
て
は
︑
接
種

し
た
方
と
接
種
し
て
い
な
い

方
を
区
別
す
る
よ
う
な
形
で

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
︒

　
　
　

︵
健
康
福
祉
部
長
︶

中
期
財
政
計
画
の
公
表

Ｑ　

市
民
や
議
員
に
中
期
財

政
計
画
を
公
表
す
る
考
え

は
︒

Ａ　

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

あ
る
こ
と
︑
国
の
税
制
改
正

や
地
方
財
政
計
画
︑
経
済
情

勢
な
ど
で
大
き
く
変
わ
っ
て

く
る
こ
と
を
理
解
い
た
だ
い

た
う
え
で
︑
年
度
末
ま
で
に

公
表
を
検
討
し
て
い
き
た

い
︒　
　
　

︵
総
務
部
長
︶

23日　令和３年第２回瑞穂市議会定例会（一般質問）
議会運営委員会

25日　令和３年第２回瑞穂市議会定例会（最終日）
全員協議会
議会広報編集委員会

29日　議会運営委員会

7月
9日　岐阜県市議会議長会議

12日　ＮＯＭＡ行政管理講座（オンライン研修）
13日　ＮＯＭＡ行政管理講座（オンライン研修）
19日　議会広報編集委員会
21日　意見交換・情報発信検討部会
28～29日　市町村議会議員研修
28日　もとす広域連合議会（総務介護常任委員会協議会）
29日　もとす広域連合議会（老人福祉常任委員会協議会）
30日　もとす広域連合議会（療育医療常任委員会協議会）
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　市民の皆さん︕広報編集委員も新メンバーが担当します。宜
しくお願い致します。
　本年度は「伝える議会だより」ではなく「伝わる議会だより」
を目指し、議会をもっと知って頂くために皆さんに読まれ、親
しまれる「議会だより」を作成したいと思います。
　市民皆さんのご意見・感
想をお待ちしております。
　宜しくお願い申し上げ
ます。
　
　　議会広報編集委員会
　　　委　員　長　森　清一
　　　副委員長　若原達夫
　　　委　　員　北川静男
　　　委　　員　広瀬守克

表紙について
　タブレットが手渡された初日の子ども
たちを、本田小学校にて撮影させていた
だきました。子どもたちのキラキラした
目、ワクワクした様子がとても印象的で
した。

　タブレットが貸与されてとても
嬉しいです。タブレットには、い
ろいろな機能があると聞いていま
す。どんな学習に使えるのかとて
も楽しみです。僕は、総合的な学
習の時間に、福祉について調べて
いきたいと思っています。

▲タブレット保管庫
　保管中に充電ができます

◀本田小学校
　『タブレット貸与式』

何のために使うのか？
　どのように活用する？
子どもたちの想像力や意見を引き
出す文房具として使ってほしい！
　できることをできることから！

本田小学校　
『教員タブレット研修』 ▶

　令和２年10月臨時会において、承認されたタブレット端末。
いよいよ、市内小中学生の子どもたちの手に渡り始めました。

　５月28日、本田小学校にて、『タブレット貸与式』が行われ、
教育長から、代表児童へタブレットが手渡されました。　

　６月18日には、本田小学校の先生方が、タブレットの勉強会をされまし
た。タブレットを文房具の一つとして、どのように学びに生かしていくの
か、先生方は、子どもたちが帰ったあと、一生懸命勉強されています。

編　集　後　記

タブレット端末1人1台　GIGAスクール構想
“未来の文房具”　いよいよ子どもたちの手に!!

日

※日程は、変更になる場合があります。HPをご覧ください。

月 火 水

令和３年第３回定例会日程（予定）

木 金 土
8・9月

5

12

19

26

4

11

18

25

8/30

6

13

20

27

8/31

7

14

21

28

9/1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

本会議（初日・
議案提案説明）

本会議（総括質疑
・委員会付託）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問予備日）

産業建設
委員会

文教厚生
委員会

総務
委員会

委員会
予備日

本会議（最終日・
委員長報告・

質疑・討論・採決）
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